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あらまし 情報技術の進歩に伴い，アクセス可能な情報の種類や量が増大しつつあると同時に，ユーザの情報要求も

多様化しつつある．従来の情報検索手法の多くは，ユーザの検索要求質問に最も合致・類似する情報をいかに効率よ

く検索するかに焦点を当ててきた．これに対して，我々は，類似情報の検索の性能向上のための方式ではなく，ある

情報がユーザに呈示された場合に，この呈示された情報に対して，より詳細な情報や同一主題であるが異なる話題を

含む情報を「補完情報」と呼び，このような補完情報の検索を行うための手法を提案してきた． 特に，情報の話題構

造の抽出に基づき，テレビ番組の内容を補足するWeb情報の検索手法を開発してきた．本稿では，従来の我々の話題

構造モデルの改良を行うと共に，番組の字幕情報のようなテキストストリームの「コンテキスト」を考慮した補完情

報検索手法を提案する．テキストストリームのコンテキストとは，関連ある話題構造の系列であり，これを元にした，

補完情報検索のための質問種別の自動選択，質問の自動修正，および，補完度計算の方法を提案する．実験結果から，

提案する手法は，適合率の向上のほか，検索される補完情報の重複を防ぐ効果があることがわかる．
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Abstract With the progressing of information technology, more and more information becomes available and the

user’s information needs are becoming more diverse. Most of the conventional information systems try to only

provide information in which users are interested. In contrast, we are working on how to discover the information

from both interest and necessary viewpoints. We have proposed some methods to search for complementary infor-

mation of a TV program in term of providing information in detail or from different viewpoints to the users. In this

paper, as one of the improvements, we propose a context-sensitive complementary information retrieval method.

The ”context” of text stream is considered as a series of topic structure. Based on such context, we propose the

methods for search for complementary information of a TV-program, including query type selection, query modifi-

cation and complementarity degree computation. The experiment results show that the context sensitive method

could improve the precision ratio and avoid the overlap of complementary information.
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1. は じ め に

インターネットを代表とする IT技術の進歩に伴って，ユー

ザのアクセス可能な情報の量が莫大になってきた．ブロードバ

ンドの普及に伴い，高品質の映像や音声コンテンツをインター

ネットでも楽しめるようになってきている．また，デジタル放

送では，本放送と共に，番組のメタデータなどの関連情報が配

信されることがある [1]．このように，放送と通信の融合が着実

に進んでいる．すなわち，ユーザが，情報獲得のために利用さ

れるデバイスを意識する必要が無くなる．放送と通信のような

異なる性質を持つメディアのコンテンツを統合することによっ

て，よりリッチな情報を提供することが可能である．

大量の情報から，ユーザの興味のある情報を獲得するには，

情報検索とフィルタリング技術が有効である．従来の研究の多

くは，ユーザの興味に即した情報の獲得手法に着目している．

つまり，ユーザの興味を表す質問またはユーザプロファイルを

手動・自動的に生成して，その質問またはユーザプロファイル

にマッチした情報を提供するのである．しかしながら，ユーザ

の興味が時間の経過とともに変化することやユーザの検索に

関するノウハウの不足などから，ユーザの興味に即した質問・

ユーザプロファイルの生成が困難である場合がある．

明示的な質問記述を必要とせず，ユーザから与えられた例題

に基づいて質問を自動生成して，その例題と類似するものを

獲得（または排除）する手法として，QBE（Query By Exam-

ple）[10]とその改良手法がよく知られている．また，Googleラ

ボでは，ニュース番組の内容に類似するWebページを自動的

に検索する手法を提案している [11]．彼らは，時間幅で分割さ

れた字幕データのセグメントから，tf · idf ベースの手法を用い
てキーワードを抽出して，番組の類似情報を検索する．

ユーザの興味に即した情報のみを提供することは，情報の

“偏食”であり，知識のアンバランスとなりがちである．一方，

テレビ番組などの放送コンテンツの場合，オンエア時間の制限

や不特定多数のユーザに情報を提供する必要があるため，情報

の詳細や幅が限られている場合がある．せっかく美味しい“食

材”（番組コンテンツ）があるのに，満喫できない場合がある．

このような情報の“バランス”および“美味しさ”に着目して，

我々は，情報補完について研究を行い，その一つの試みとして，

ユーザの興味のある放送コンテンツをより詳しくまたは別の観

点から述べている情報の検索およびフィルタリング手法を提案

してきた [3]～[6]．図 1は，我々の放送コンテンツの補完情報の

検索手法の処理フローを示している．まず，放送コンテンツの

字幕データをセグメンテーションして，放送コンテンツの話題

構造（系列）を抽出する．そして，それぞれのセグメントに対

応する話題構造を用いて，補完情報を検索するための構造化質

問を生成し，Web検索を行う．さらに，検索されたページを，

補完度という概念に基づいて再ランキングし，最終解を選択す

る．補完度は，元の情報を補完する程度を測る尺度であり，話

題構造同士の比較に基づいて計算される．

我々の以前の研究では，番組の字幕データから抽出される話

題構造はそれぞれ独立であると想定した．しかしながら，番組

は，連続性の高いストリーム型コンテンツであるため，同じ話

題構造を繰り返し抽出する可能性が高い．そのため，ユーザに

同じページを提示する可能性があり，情報の重複となる場合が

ある．そこで，本稿では，放送番組の字幕データがテキストス

トリームであることに着目して，話題構造のコンテキストを考

慮した補完情報検索手法を提案する．話題構造のコンテキスト

は，過去の関連する話題構造系列であり，話題構造の結合に基

づいて計算される．このようなコンテキストを考慮することに

よって，番組の現在の内容をより正確に表現でき，同じ話題構

造であっても異なる質問の生成が可能となる．つまり，検索さ

れる補完ページの重複を防ぐ効果が期待できる。コンテキスト

を考慮した補完情報検索は，主に以下のような３つの部分から

なる．

• コンテキストによる質問種類の自動選択

コンテキストと現在の話題構造の比較を行い，生成される構造

化質問の種類を決める．もし，今までのコンテンツ（コンテキ

スト）に，現在のコンテンツ（話題構造）を詳しく述べている

部分を，より多く含んであれば，話題を広げるための情報を検

索する質問を選ぶ．逆に，もし，今までのコンテンツは，いろ

んな話題を含んであれば，詳細情報を検索するための質問を生

成する．

• コンテキストによる質問修正

一般に，字幕データから抽出される現在の話題構造を用いて質

問を生成する．しかしながら，抽出された話題構造のストリー

ムにリピートする話題構造がある場合，同じ質問の生成される

可能性がある．このような重複を避けてより多くの情報を提供

するため，我々は，必要に応じて，現在の話題構造またはコン

テキストを利用して質問を生成する．

• コンテキストを考慮した補完度計算

基本的に，補完度は，検索されたページと現在の番組の話題構

造の比較に基づいて計算される．コンテキストによって決めら

れた質問は，より詳細な情報を求めるのであれば，話題構造の

高さ（情報の詳細を表す）の差分に基づいて補完度を計算する．

話題を広げるための質問であれば，話題構造の幅（話題のカー

バーする範囲を表す）の差分で補完度を計算する．

以下，本稿の構成を示す．2.節では，話題構造のグラフ表現

について述べる．話題構造のコンテキストを考慮した補完質問

の自動生成・修正，および補完度計算については，3.節で述べ

る．4.節では，実験と考察について述べる．5.節では，まとめ

と今後の課題について述べる．

2. 話 題 構 造

我々は，一つのイベントまたはアクティビティを話題（topic）

と呼ぶ．番組やWebページに含まれている話題を，話題構造を

用いて表現する．従来の研究 [7]～[9] での話題（構造）は，コ

ンテンツ（リソース）間の関係を解明するものであるが，我々

は，一つのコンテンツに述べられている話題を，語の役割に着

目して構造化されたキーワード（群）で表現する．基本的に，

話題構造は，番組やWebページのタイトルを表す役割を持つ

キーワード（subject-termとよぶ）の集合と本文を表す役割を
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図 1 補完情報検索

持つキーワード（content-termとよぶ）の集合のペアである．

話題構造は，次のように定義されている．

topic :=′ (′ S, C ′)′

S :=′ {′ (subject−term|topic)+ ′}′

C :=′ {′ (content−term|topic)+ ′}′

subject−term := keyword

content−term := keyword (1)

ただし，S と C はそれぞれ話題構造 topic の主題部と内容

部であり，キーワード subject-term と content-term のほか，

別の話題構造を含むことが可能である．また，定義の通りに，

subject-termと content-termは，キーワードである．さらに，

あるキーワードは一つの話題構造において高々1回しか現れな

いとする．ここでは，“+”は一回以上出現することを意味す

る．“ |”は，“ or”を意味する．

文献 [5] で述べられているように，subject-termと content-

termは，共起関係と tf(term frequency)によって抽出される．

基本的に，ある文書の中に，その他の語との共起関係が強く，

しかも，出現頻度の高い語が subject-termとなる．その文書の

中にある，subject-termとの共起関係の強い語が content-term

となる．なお，二つの語 wi と wj の共起関係 cooc(wi, wj)が，

次のように定義されている．

cooc(wi, wj) =
df({wi, wj})

df({wi}) + df({wj}) − df({wi, wj}) (2)

ただし，df({wi})は，あるコーパスにおける wi を含む文書の

数である．

2. 1 話題グラフ

一般に，話題構造は二つ以上のノードを持つ，一つの連結成

分からなる重み付き DAG（Directed Acyclic Graph）を用い

0.3

図 2 話題グラフの例

て表現できる．このような一つの連結成分からなる重み付き

DAGを話題グラフと呼ぶ．

話題構造 tの話題グラフ G(t)は，次のように定義される：

G(t) = (V, E) (3)

ただし, V は頂点の集合であり，話題構造 t に含まれるキー

ワードを表す． E(⊂=V × V ) は重付き枝の集合である．枝の重

みは，重み関数 w : E → Rによって計算される．枝 e = (u, v)

はキーワード u と v の間の subject-content 関係を表す．u

は，subject-term であり，v は content-term である．また，

|V | >= 2, E |= ∅ である. 図 2 では，話題グラフの例を示して

いる．

重み関数 wは，それぞれの応用場面に応じて定義できるもの

とする．本稿では，話題グラフの高さは，Webページや番組な

どのコンテンツがその話題を詳しく述べている程度を表すと想

定する．一方，話題グラフの幅は，Webページや番組の内容の

カバーする範囲を表すものである．この考えから，本稿では，

話題グラフにおける二つのノード uと v の距離 d(u, v)を，次

のように定義する．

d(u, v) = (1 − cooc(u, v)) · min(tf(u), tf(v))

max(tf(u), tf(v))
(4)

ただし，tf(u)は，キーワード uの出現頻度を表す．cooc(u, v)
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図 3 結 合 の 例

は，uと v の共起関係を表し，予め用意した共起辞書を用いて

調べられる．maxとminは，それぞれ最大値と最小値を求め

る関数である．また，e = (u, v) ∈ E の時，d(u, v)を eの重み

とする．

話題グラフの高さは，親を持たない節点（入次数は 0であり，

根節点と呼ぶ．）から，子供を持たない節点（出次数は 0であり，

葉節点と呼ぶ．）に到達までに通るパスの距離の最大値である．

一方，葉節点間と根節点間の距離の大きい方は，話題グラフ

の幅となる．葉節点（根節点）間の距離を求めるために，まず，

葉節点（根節点）集合をノード集合とする完全グラフを構成す

る．この完全グラフの枝の重みを，話題グラフの重み関数（式

(4)）で計算する．そして，すべてのノードを結ぶ最短パスを求

め，この最短パスの距離を葉節点（根節点）間の距離とする．

話題グラフの根節点（葉節点）の集合をN とし，根（葉）節点

間の最短距離 D を求める手順を以下に示す．

（ 1） 空のノード集合M を生成し，D=0とする．

（ 2） 任意の節点 n ∈ N を選び，M = M + {n}, N =

N − {n}とする．
（ 3） N 内のノードで，nとの距離が最短となるノードmを

求める．この最短距離を d(n, m)とし，D = D +d(n, m), N =

N − {m}, M = M + {m}とする．
（ 4） N が空であれば，(7)へ．

（ 5） N 内のノードで，M 内のノードとの距離が最短とな

るノード lを求める．この最短距離 を d(x′, l) とする．ただし，

x′ ∈ M .

（ 6） D = D+d(x′, l), M = M −{x′}+{l}, N = N −{l}．
(4)へ．

（ 7） Dを最短距離として出力する．．

2. 2 話題構造の結合

二つの話題構造 tと t′ の結合は，この二つの話題構造の話題

グラフの和である．ただし，この二つの話題グラフの和は一つ

の連結成分からなる DAGである必要がある．つまり，二つの

話題構造の結合の結果は，話題構造である．

t � t′ =

⎧⎪⎪⎪⎨
⎪⎪⎪⎩

G(t) ∪ G(t′), G(t) ∪ G(t′) が一つの

連結成分からなる

DAG である場合

φ, その他

(5)

ただし，G(t) と G(t′) は tと t′ の話題グラフである．φ は空

を表す. t � φ = φとする．また，結合結果が空でなければ，結

合された話題グラフの枝の重みは，重み付き関数によって再計

算される．図 3は，結合の例を示している．

結合結果は一つの連結成分からなる DAGでなければ，空と

見なす．これによって，結合結果も話題構造であることを保証す

る．一つの連結成分という制約条件は，二つの話題構造に共通

要素のあることを保証する．DAGであることは，subject-term

と content-termの区別を保つために必要である．例えば，話

題構造 ({a,b},{(a,b)}) と ({a,b},{(b,a)}) の結合を行う場合，
DAGでないことを許すと，キーワード aと bの関係が矛盾と

なる．

二つの話題構造の結合が空でなければ，この二つの話題構造

が結合可能であるという．我々は，補完情報の検索を，与えら

れたコンテンツの話題構造と結合可能な話題構造を持つコンテ

ンツの検索とする．

3. 文脈を考慮した補完情報検索

3. 1 構造化質問

前述したように，我々は，補完情報の検索を，与えられた

話題構造と結合可能な話題構造を持つ Web ページの検索と

する．このため，我々は，Webページに含まれる話題構造は，

subject-term が見出しに現れ，content-termが本文に現れる

と想定して，ノード型質問と枝型質問を定義する．なお，本稿

では，質問の生成に利用される話題構造は，二つの根節点と三

つの葉節点しか含まないものとする．

これらの質問は，前半の肯定条件部と後半の否定条件部から

構成される．肯定条件部は，与えられた話題構造（コンテンツ）

の“同”を求め，否定条件部は，“異”を求める．つまり，元

の情報に似て非なる情報の検索を行い，情報の補完を試みる．

与えられた話題構造 t を ({s1, s2, c1, c2, c3}, {(s1, c1), (s1, c2),

(s1, c3), (s2, c1), (s2, c2), (s2, c3)}) とした場合，補完情報を検
索するための構造化質問は，次のように定義される．ただし,

“ insubject”と“ incontent”に後置される検索文は，それぞ

れWebページの見出しと本文を検索対象とする．”∧” と ”∨”

はそれぞれ論理積と論理和を表す．“ ¬”は，論理否定を表す．
例えば，質問 (insubject : k1 ∧ k2) ∧ (¬(incontent : k3 ∧ k4))

は，k1 と k2 が見出しに含まれ，k3 と k4 が本文に含まれない

ページを検索する．

• ノード型質問：ノード型質問の肯定条件部は，与えられ

た話題構造の subject-termまたは content-termを用いる．

– CD(Content-Deepening)質問 (Qcd):

Qcd = (insubject :c1∧c2∧c3)∧(¬(incontent :s1∨s2))(6)

– SD（Subject-Deepening)質問 (Qsd):

Qsd = (incontent :s1∧s2)∧(¬(insubject :c1∨c2∨c3))(7)

– SB(Subject-Broadening)質問 (Qsb):

Qsb = (incontent :c1∧c2∧c3)∧(¬(insubject :s1∧s2))(8)

– CB(Content-Broadening Query)質問 (Qcb):

Qcb = (insubject :s1∧s2)∧(¬(incontent :c1∧c2∧c3))(9)

• 枝型質問：枝型質問の肯定条件部は，与えられた話題構

造の部分グラフ（枝）を用いる．　
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Qe = (insubject :s1 incontent :c1)

∧ (¬(insubject :s2 incontent :c3)) (10)

ただし，s1, s2, c1, c2, c3 は，以下の制約条件を満たすとする．

3∑
i=1

(cooc(s1, ci) − cooc(s2, ci)) >= 0

cooc(s1, c1) = max(cooc(s1, c1), cooc(s1, c2), cooc(s1, c3))

cooc(s2, c3) = max(cooc(s2, c2), cooc(s2, c3))

CD質問と SD質問は，次のような二つの話題構造の結合に

基づいて定義されたものである．話題構造 A の subject-term

が別の話題構造 B の content-termに含まれる．つまり，Aは

B のある部分（content-term）について詳しく述べている．こ

のような話題構造の結合が，元々の話題グラフの深さを増加す

る効果（deepening）があり，元の情報を詳細化することが可

能である．SB質問と CB質問が，共通の subject-termまたは

content-termを持つ二つの話題構造の結合に基づいて定義され

る．つまり，同じ内容（主題）であるが主題（内容）が別である

ような二つの話題の結合である．このような話題構造の結合は，

元々の情報の主題または内容の幅を広げる効果（broadening)

がある．

一方，枝型質問は，与えられた話題構造のある部分グラフを

含むが，その他の部分グラフを含まない話題構造を有するペー

ジを検索するための質問である．つまり，与えられた話題構造

に表現されているコンテンツと同じ（サブ）話題だけではなく，

別の（サブ）話題についても述べているページを検索するため

の質問である．このようなページは，より幅広い情報とより詳

細な情報を同時に含んでいる可能性がある．

構造化質問の肯定条件部によって，検索されたページが元の

コンテンツとの関連を保つことが期待できる．一方，否定条件

部は，元と同じものや結合結果が空となるものを排除する役割

がある．

3. 2 テキストストリームの文脈に基づく質問生成

文献 [5] では，我々は，テキストストリームから抽出された

話題構造を，それぞれ独立したものと見なした．さらに，検索

質問の種類をユーザによる指定とした．そこで，本稿では，テ

キストストリームの連続性（前後の関連）を考慮し，テキスト

ストリームから抽出された話題構造ストリームの文脈に基づ

く質問の自動生成手法を提案する．これによって，テキストス

トリームから抽出された同じ話題構造に対して，できるだけ異

なる質問を生成し，重複した補完情報の提供を避けることを目

指す．

a ) 話題構造ストリームにおける文脈

ある時点 iにおける，テキストストリームから抽出された話

題構造のストリームを T (= t1 · t2 · ... · ti)とする．話題構造 ti

のコンテキスト C(ti)は，過去の話題構造との結合結果が φと

なる直前の結合結果である．

C(ti) = ti � ti−1 � ... � tj |= φ

ti � ti−1 � ... � tj � tj−1 = φ, j >= 1, t0 = φ

話題構造のコンテキストも話題構造であることが明らかであ

る．図 4は，話題構造のコンテキストのグラフ例を示している．

なお，例題では，枝の重みを省略している．

b ) 質問種類の自動選択

検索質問の種類は，ti と ti のコンテキスト C(ti)のグラフの

幅と高さの比較に基づいて自動選択される．

• (W (C(ti)) − W (ti)) − (H(C(ti)) − H(ti)) >= θ，つま

り，幅の差が高さの差より大きければ，ti を用いて，話題グラ

フの高さを増加させる効果のある質問（CDと SD質問）を生

成する．ここでは，H(x)とW (x)は，それぞれ，話題構造（グ

ラフ）xの高さと幅を表す．θ(> 0)は，予め定義された閾値で

ある．

• (W (C(ti))−W (ti))− (H(C(ti))−H(ti)) <= −θであれ

ば，ti を用いて，話題グラフの幅を広げる効果のある質問（CB

と SB質問）を生成する．

• −θ < (H(C(ti))−H(ti))− (W (C(ti))−W (ti)) < θで

あれば，ti を用いて枝型質問を生成する．

c ) 質問の修正

話題構造のストリームに現れる同じ話題構造に対して，上記

の質問種類の選択手法のみでは，同じ質問の生成される可能性

が残る．この場合，我々は，元の話題構造の代わりに，元の話

題構造のコンテキストを用いて，質問を生成する．ただし，話

題構造のコンテキストに多くのノード・枝が含まれている可能

性が高いため，質問用の話題構造を抽出する必要がある．

話題構造のコンテキストのノード集合と枝集合をそれぞれ，

V と E とする．すべてのノード u ∈ V に対して，次のような

subject-degree [5]を計算する．値の高いノードを二つ選んで，

s1 と s2 とする．

sub(u) =
∑

(u,v)∈E,v∈V −{u}
(cooc(u, v) ∗ tf(u)) (11)

そして，残りのノード v ∈ V − {s1, s2}に対して，次のよう
な content-degree [5]を計算し，値の高いノードを三つ選んで，

c1, c2, c3 とする．

con(v) = cooc(v, s1) + cooc(v, s2) (12)

3. 3 コンテキストを考慮した補完度計算

上記の構造化質問を用いて，与えられたコンテンツを補完す

るコンテンツの候補を検索することができる．これらの候補を

ランキングして，最も補完情報の多いページを選び出すため，

我々，補完度という概念を用いる．基本的に，補完度は，検索

されたページの話題グラフと元の話題グラフの比較に基づいて

計算される．

話題グラフの高さと幅は，それぞれ，コンテンツの詳細と網

羅の度合いを表すと考えられる．故に，話題グラフの幅と高さ

の差に基づいて，それぞれ，結合によるコンテンツのカーバー

する範囲と詳細の増幅を計ることができる．幅の増幅が大きい

ほど，統合によって提供できる話題の幅が大きい．また，高さ

の増幅が大きければ，より多くの詳細情報を統合によって得ら

れる．つまり，幅・高さの差が大きくほど，補完度が高い．
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図 4 コンテキストグラフの例

話題構造 t′ の話題構造 tに対する補完度 comple(t, t′)は，t

のコンテキスト Ct および結合結果 (t � t′）と tの幅・高さの

差に基づいて，次のように計算される．

• (W (Ct) − W (t))− (H(Ct) − H(t)) >= θ の場合：

comple(t, t′) = H(t � t′) − H(t) (13)

• (W (Ct) − W (t))− (H(Ct) − H(t)) <= −θ の場合：

comple(t, t′) = W (t � t′) − W (t) (14)

• −θ < (H(Cti) − H(ti)) − (W (Cti) − W (ti)) < θ の

場合：

comple(t, t′) = H(t � t′) ∗ W (t � t′) − H(t) ∗ W (t) (15)

一般に，Web ページなどのコンテンツには，複数の話題構

造が存在すると考えられる [4]．これらのコンテンツ間の補完度

は，話題構造集合のメンバーの補完度の総和である．二つの話

題構造の集合 S = {s1, ..., sm} と T = {t1, ..., tn} が与えられ
た時，T の S に対する補完度 com(S, T )は，次のように計算

される．

com(S, T ) =

i=m∑
i=1

j=n∑
j=1

comple(si, tj) (16)

4. 実 験

提案手法を評価するため，我々は，一日分の NHKニュース

7の字幕データを用いて，コンテキストを考慮する場合と考慮

しない場合の補完情報検索手法の比較実験を行った．

実験では，2002年 9月から 2004年 12月までの字幕データ

を用いて，共起辞書を作成して利用した．字幕データのセグメ

ンテーションと話題構造の抽出は，以前の提案手法 [5] を用い

て行った．字幕データから 39個の話題構造を抽出した．抽出さ

れた話題構造は，二つの subject-termと三つの content-term

から構成される．Googleの“ intitle”，“ intext”などの検索オ

プションを利用して，質問を実装した．

実験では，コンテキストを考慮する場合と考慮しない場合の

補完情報検索手法の比較を行った．

• コンテキストを考慮しない場合の補完情報検索の実験：

39個の話題構造をそれぞれ用いて，CD，SD，CBと SB質問

を生成して，検索を行った．検索エンジンから返された上位 10

ページにおいて，補完度の最も高いページをシステムの解と

した．

• コンテキストを考慮する補完情報検索の実験：

抽出された 39 個の話題構造をストリームと見なし，コンテキ

ストに基づいて補完質問の種類を決定し，そして，必要に応じ

て質問修正を行って，検索を行った．同様に，検索結果の上位

10ページの中で，質問種類に応じて計算された補完度の最も高

いページを解とした．なお，実験では，以下のような 2つ方法

で質問の修正を行った．

– (A)方式: 基本的に，字幕データから抽出された話題構

造を利用して質問を生成する．過去の質問と同じ質問生成され

る可能性がある場合，コンテキストから質問グラフを抽出して

質問を生成する．

– (B)方式: 基本的に，コンテキストから抽出される質問

グラフを用いて質問を生成する．同じ質問が過去にあった場合，

字幕データから抽出された話題構造を利用して質問生成する．

実験では，システムから返された解に対して，番組の内容を

補完できる内容があるかについて評価を行った．つまり，ペー

ジが番組の内容（主題）を別の主題（内容）から述べているか，

番組の主題または内容を詳しく述べているかを基準として，正

解ページの判断を行った．図 5では，検索された補完ページの

例を示している．左辺は，番組である．右辺は，詳細情報のあ

る補完ページである．

表 1では，それぞれの検索方式の適合率を示している．コン

テキストを考慮した検索手法の適合率の向上が見られた．特に，

コンテキストを考慮した (B)方式では，従来の CD，SD，CB，
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図 5 補完情報の検索例

表 1 実験結果 (1)：適合率

実験方法 適合率 質問の数

コンテキストを考慮しない場合 CD質問 0.452 CD 質問:39 件

SD 質問 0.50 SD 質問：39 件

CB 質問 0.474 CB質問: 39 件

SB 質問 0.528 SB 質問: 39 件

コンテキストを考慮する場合 (A) 方式 0.529 CD+SD 質問：17 件, CB+SB質問:1 件, 枝型質問:21 件

(B) 方式 0.583 CD+SD 質問：17 件, CB+SB質問:1 件, 枝型質問:21 件

表 2 実験結果 (2)：生成される同じ質問の数

実験方法 生成された同じ質問の数

コンテキストを考慮しない場合 CD 質問 3

SD 質問 3

CB 質問 6

SB 質問 6

コンテキストを考慮する場合 (A) 方式 1

(B) 方式 2

SB方式に比べて，適合率が百分率でそれぞれ，13.1ポイント，

8.3ポイント，10.9ポイントと 5.5ポイント向上した．これは，

コンテキストから質問グラフを抽出することによって，より適

切なキーワードを用いて検索できたからと思われる．我々の字

幕データのセグメンテーション手法 [5] によって得られたセグ

メントに，別の話題を述べる，ノイズとなる字幕データを含む

可能性があるので，検索用の話題構造（キーワード）の抽出で

失敗することがある．隣接する話題構造の結合によって生成さ

れるコンテキストを用いることで，このようなノイズを省くこ

とが可能であると思われる．

独立したニュース項目の話題構造や関連ニュースの最初項目

の話題構造は，直前の話題構造と結合不可能であるため，これ

らの話題構造のコンテキストグラフは，自分自身である．よっ

て，枝型質問を生成する可能性が高い．従って，コンテキスト

を考慮した検索方式では，質問の種類からみると，枝型質問が

多かった．CB と SB質問が少なかったのは，利用した番組で

は，国会答弁のようなイベントがいくつかの側面から報道され

ていたからであると思われる．つまり，国会の内容を幅広く報

道されているので，より詳細の情報を検索すべきと判断したわ

けである．

表 2で示されているように，コンテキストを考慮しない手法

では，CD，SD，CBと SB方式で生成された同じ質問（注1）の数

は，それぞれ，3，3，6と 6である．一方，コンテキストを考

慮する手法では，（A）と（B）方式から生成された同じ質問の

数が，それぞれ 1と 2である．従って，コンテキストを考慮し

た手法は，検索される補完ページの重複を防ぐ効果があると考

えられる．しかしながら，コンテキストを考慮した，いずれの

手法でも同じ質問を生成してしまう可能性が残っているので，

検索結果のコンテキスト（履歴）を考慮するなど，さらなる対

策が必要であると思われる．

5. ま と め

多種多様な情報から，ユーザの興味に即した情報の獲得が重

（注1）：本稿では，生成された質問の肯定条件部が同じであれば，それらの質問

が同じであると見なす．
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要であり，そのための研究開発が数多くあった．同時に，獲得

する情報の質やバランスもますます重要になってきている．つ

まり，ユーザの現在の興味にマッチまたは類似した情報だけで

はなく，より幅広い，より詳しい情報をユーザに提供すること

が必要である．そのため，我々は，情報補完という観点からの

情報検索および統合について研究を行っている．

本稿では，情報補完の一つの試みとして，字幕データのよう

なテキストストリームのコンテキストを考慮した補完情報検索

手法を提案した．この手法を用いて，テキストストリームにあ

る同じ話題構造に対して，異なる補完情報の検索ができる．ま

た，ユーザに提示される補完情報の重複を避けられるといった

効果も期待できる．その上，従来の手法より，適合率が向上し

たことも実験結果からわかった．今後，さらなる実証実験を行

い，提案手法の改良を行う予定である．例えば，検索結果や前

回の質問種類などを用いて，コンテキストの概念を拡張してい

くことが考えられる．また，提案手法に基づいて我々の開発し

ている応用システムWebTelop [3]の改良を行う予定である．
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